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■ 結果のポイント
学習指導要領の領域 県 全国平均

聞くこと 53.3 58.4

読むこと 47.5 51.2

書くこと 19.1 23.4

１ 全国平均との差の経年変化

２ 領域別の結果

▲全国平均を下回る。

▲全ての領域で全国平均を下回る。

４ 正答数度数分布
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▲低学力層の生徒の割合（正答率20％以下）が
全国平均より多い。
▲正答数が全国平均以上（7問以上）の生徒は
全国値を下回る。

観 点 県 全国平均

知識・技能 46.3 51.5

思考・判断・表現 35.5 38.8

▲「知識・技能」 「思考・判断・表現」の観点で、
全国平均を下回る。

３ 観点別の結果
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□ 課題が見られた問題と指導の改善

正答率が低かった問題 指導の改善

中学校英語

（例）諸外国の中学校生活を紹介している文章

• それぞれの情報の関係を示す接続詞に注目させな
がら、文章の流れを理解するためにキーワードを
拾わせ、全体としての内容を数文の英語でまとめさ
せる活動を行う。

（例）友人や教師が休日を過ごした中で感じたことなど
のエッセイ

• 出来事を段落ごとに時系列で整理させ、どんな内
容を伝えようとしているのかを、絵や簡単な英語で
表現する活動を行う。

→ 読み取ったことについて、ペアやグループで生徒

同士が考えを交流するなど、学習形態を工夫するこ
とも大切。

≪読み取ることが苦手な生徒に対する指導≫

• 読む前に、本文の内容に関わって生徒とやり取りし
ながら、文章のキーワードに気付かせる。

• 物語などを読む際には、話の展開に合わせて絵を
並び替えさせる。

• 意味のかたまりごとに、英文にスラッシュを入れさ
せて読ませる。

解答類型 正答 県平均 全国平均

（１）

１ 16.4% 15.1%
２ ○ 57.4% 59.8%
３ 18.1% 16.8%

４ 7.9% 8.0%

（２）

１ ○ 31.9% 34.7%
２ 25.2% 25.3%
３ 26.4% 24.5%
４ 15.8% 14.7%

（１）「文と文の関係を正確に読み取る問題」の正答率は県平均57.4%となっているが、（２）
「短い文章の概要を捉える問題」の正答率は県平均31.9%となっており、（１）と比べると
（２）の正答率が低く、課題が見られる。

まとまりのある文章を最初から最後まで読み、
意味のまとまりごとに英文を捉える。

大問７（２）【県平均正答率31.9％ 全国平均正答率34.7％】

日常的な話題について、短い文章の概要を捉える問題。
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□ 課題が見られた問題と指導の改善

正答率が低かった問題 指導の改善

中学校英語

大問10【県平均正答率6.8％ 全国平均正答率7.5％】

与えられたテーマについて考えを整理し、文と文のつながりなどに
注意してまとまりのある文章を書く問題。

解答類型 県平均 全国平均

正答の条件
① 学校生活（行事や部活動など）の中から１つ取り上げている。
② 紹介する内容を一貫性のある文章で書いている。
③ 25 語以上の英語で書いている。

正答例
Our school has a school festival in October. In the festival, we have a 
chorus contest and we practice hard to win the gold prize. Many 
people come to listen to our songs. [33 words]

6.8% 7.5%

誤
答

●正答の条件①、②、③を満たして解答しているが、コミュニケー
ションに支障をきたすような語や文法事項等の誤りがあるもの

誤答例
We have a school festival in October. It’s a chorus contest and we
want to win practice hard every day. Many people are come to
listen to our songs.［29 words］

30.0% 30.9%

●正答の条件③を満たさないで回答しているもの 21.6% 21.5%

●無解答 22.6% 21.4%

• 特に単元終末の言語活動において、自分の意
見を書く活動を行う際、誰に対して、何のために
書くのかを明確にして、生徒が書くための視点
をもつことができるようにする。

• 書く前にテーマについてペアやグループでやり
取りするなど、複数の領域を統合した言語活動
を行うことで、書く内容を広げたり明確にしたり
することができるようにする。

• 書こうとする内容について、メモに書いたり表に
まとめたりして情報を整理し、読み手に正しく伝
えることができるようにする。

• 生徒が書いた文章について、最初から完全な
文章を求めるのではなく、生徒自身が内容面、
言語面の修正点に気づき、改善していくことが
できるようにする。

① 与えられたテーマについて書くために、自分
の考えをもつことができるようにする。

② 伝えたいことを読み手に正しく伝えるために、
語や文法事項等を正しく理解して書き表すこ
とができるようにする。


